
Title W. F. Galpin: The grain supply of England during the Napoleonic period. pp.305. 1925 New York.
Sub Title
Author 野村, 兼太郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1926

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.20, No.7 (1926. 7) ,p.902(104)- 911(113) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19260701-

0104

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第

二

十

卷
C
S
.
I

)

新
刊
紹
介
 

锻

茲

1

8

m

刊

m

分

1:ne 

N
a
p
o
l
e
o
n
i
c

 

P
e
4
〇
d, 

p
p
.

 

3
0
5
. 

1
9
2
c

 N
e
w

 

Y
o
r
k
.

'

今
日
こ
そ
英
國
从
商
工
國V」
し
て
世
界
に
.知
ら
れ
.て
ゐ
る
•か
、
第
十
八
世
紀
の
米
ま
で
英
國
は
農
業
國
で
あ
つ
た 

の
で
あ
る
。
從
っ
て
農
業
史
-±
の
硏
究
は
决
し
て
少
く
な
い
。

QJ
 Prothero, G

o
nner, w

a
t
e
r

以
外
；t

c
u
r
t
l
e
r
,

 

Rogers, 

N
a
s

パ

c
i
i
n
g
h
i

そ

の

他

}
流
の
農
業
敗
家
を
：か
な
：り
多
ぐ
擧
げ
る
ご
せ
が
出
來
る
。
常
し
%
こ
、 

に
紹
介
せ
ん
ど
す
る
G

a

u

nの
著
の
如
ぐ
"
特
殊
の
時
代
を
そ
の
硏
究
の
對
象
ど
し
，

r
通
り
纏
ま
つ
て
書
か
れ 

た
も
の
は
他
^
知
ら
な
い
。
殊
に
奈
翁
の
大
陸
封
鎖
時
代
に
於
け
る
英
蘭
の
穀
物
貿
易
が
如
何
に
行
は
れ
た
か
は
掖 

も
興
味
あ
る
主
題
の一

つ
で
あ
る
^
思
ふ
。：

こ
れ
こ 

> に
本
書
の
枧
概
を
紹
介
.せ
ん
ど
す
る
所
以
で
あ
る
。

本
裂
が，

W
の
時
代
を
論
ず
る
に
當
つ
て
一
七
九
^
年
の
穀
價
下
落
^

«
を
：起
し
^
こ
ど
は
最
も
妥
t
で
め
る
ヾ
し
思 

ふ
。
何
故
な
ら
ば
-〕

の
時
期
に
於
い
て
英
國
の
穀
物
法
は「

大
變
化
を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
元
來
穀
勿 

法
は
仑
の
數
®
だ
多
ぐ
、
廣
義
に
云
へ
ば
穀
物
0
內
外
資
易
に
關
す
：る
す
べ
て
の
法
制
を
指
す
の
で
あ
る
0
そ
れ
等 

の
法
制
の
目
的
ど
す
る
が
こ
ろ
は
惝
費
者
に
公
疋
な
る
®
格
：で
適
當
な：

る
供
給
を
す
る
こ

e

v
農
業
階
級
の
利
益
を 

保
護
す
^-
こV

J

及
び
國
家
全
體
の
一
亂
利
を
增
«-
す
る
に
か
0
.
'た
々
前
述
の
如
、('
:
:英

國

ゆ

農

業

國

で

あ

つ

た

か

.
&
、 

第
十
八
世
紀
の
中
頃
ま
で
立
法
者
は
主
ぐ
し
て
穀
物
の
輸
出
に
»
す
る
规
定
に
興
味
を
有
O
て〖

ゐ
た
0
然
る
に
奈
翁 

時
代
に
：通
る
^
で
に
輸
出
は
重
要
な
も
の
で
は
な
ぐ
な
つ
た
。
是
は
3?
す
る
に
產
業
浪
命
ど
人
ロ
«
如
ビ
の
«
果
で 

r
.
.
l
b
n
u
r
l
-
f
i
,
b
_ 

一一
 

八
0

0
_
に
11
]
-1>
表
で
^

^

^

^

^

^

^

^

£

^

^

1

-
^
^
:
|
ど 

r 

b
 九
^
ぎ

侬
つ
て
制
限
さ
れ
て
ゐ
た
。
略
言
す
れ
ば
英
國
の
平
均
慣
格
が 

一q
u
a
r
t
e
r

小
麥
四
十
六
志
、
ラ
ィ
麥
、
哀
等
；1
1十 

志
"
大
麥
等
ニ
十
三
志
？
燕
麥
十
五
志
以
上
に
騰
貴
し
た
，時
は
穀
物
：の
.輸
出
を
禁
止
し
た
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
第 

十
'九
世
亂
の
始
め
に
..
^
輸
出
ょ
り
も
輸
入
が
問
題
ど
な
つ
た
。
そ
こ
で
|
八
〇
〇
.年
に
は
小
麥「

令
2
1
1̂

が
五
十 

志
以
下
の
時
は
輸
入
に
二
十
六
志
八
片
餘
の
税
を
課
し
殆V

」

事
實
上
是
を
禁
止
し
，
五
十
志
以
上
五
十
四
志
以
下
の
，
 

時
は
ニ
志
九
片
、
I五
十
四
志
以
上
の
時
は
六
片
餘
の
輸
入
稅
を
賦
課
し
.た
。
但
し
英
領
ょ
息
輸
入
は
#
恵
關
稅
の
.. 

利
益
を
受
け
て
ゐ
た
こ
ど
は
.注
意
す
、べ
^
，
で

あ

る

。

(

第
一
章v

然
る
に
一
八
〇
G
年
に
到
る
ど
穀
物
の
價
格
が
著
し
ぐ
騰
貴
し
た
。
そ
の
直
接
.の

原

因

は

一

七

九

九

年

の

凶

作

，で

國V」

英

の

間

の

危

機

等

に

依

，っ

て

一

層

價

格

は

促

進

^
れ
た
。
從
っ
て
諸
所
に
暴
徒
の
惹
起
を
見
、
過
激
な
行 

ff
i
;さ
へ
現
れ
る
に
^

つ
た
一 
'

秒
を
採
れ
ば
W

&
に

於

い

てR
p
e
a
c
e

 

a
n
d

 

L
a
r
g
e

 

B
r
e
a
d

 

or 

a

 

K
i
n
g

 

without 

a

 

H
e
a
d

等
の
。ホ
ス
ク
ァ
ヵ
张
ら
れ
た
如
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
時
期
に
穀
物

(

8

3 

a
n
d

 

rice)

の
輸
出
を
殆 

r
禁
じ
、
輸
入
は
無
税
ミ
さ
れ
た
。
元
來
王
國
に
於
け
る
小
麥
年
消
ft
高
^
當
時
七
W
萬
，
 quarters.

で
め
つ
て
V 

そ
の
中
五
西
萵q

s
r
t
e
r
s
.

は
國
內
で
產
出
し
た
：が
、
殘

土

.冒

蔣

q
u
a
r
t
e
r
s

は
外
國
：の
：輸
.入
を
仰
が
な
け
れ
ば
な 

ら
な
か
つ
た
。
合
衆
國
か
ら
五
十
八
萬q

u
a
r
t
e
r
s

加
奈
陀
か
ら
l_ 

q
u
a
r
t
e
r
s

そ
の
他
十
七
與. q

u
a
r
t
e
r
s

の
f
 

は
W
待
し
得
る
か
、
殘
商
15
ニ
1

-
萬

q
u
a
r
t
e
r
s

の
不
足
に
對
し
て
は
糊
及
び
讓
造
^
小
麥
の
使
用
を
禁
じ
て
四
十 

萬

q
u
a
r
t
e
r
s

を
節
約
し
、
他
は
米
そ
の
他
の
代
用
を
.以
つ
て
：し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
然
し
英
蘭
に
於
い
て

K
E
O
S
U
r
e

き

が

發

布

さ

れ

た

。
然
し
未
.だ
穀
僳
が
高
か
っ
た
の
でf

般
民
衆
の
間
にi

佛
織
西
ビ
の
平
和
稀
結 

の
耍
求
の
聲
が
高
か
つ
た
。(

第
二
章)

'

 

.

;

然
る
代
1
八
0
 

一
 一

年
及
び
一
八
0

1

ニ
年
の
豐
作
に
依
っ
て
穀
物
の
價
格
は
下
落
し
、
小
麥
.は
五
割
も
安
ぐ
な
っ
た
。

弈
11

十

屈

(

九
Q)

;p
渐f

释
 

.

，
. 

第

七

啟

5

五



第II

十
#
 

(

九
o
:0
,
刊
漱
介 

第

七

掘

一

〇
六

こ
の
下
落
も
一
時
的
で
あ
つ
て
、

i

A

o四
年
ど
i

A

o五
年V

J

の
冬
期
を
通
じ
て
價
格
は
«
次
に
騰
貴
し
た
0:
こ 

の
時
代
に
英
齙
の
農
夫
は1

八
o
四
年
の
穀
物
法
に
依
つ
て
保
譬
れ
て
ゐ
/2
し
從

つ
て
穀
：物
：の
價
格
の
騰
貴
は
IM
J 

法
に
遊
く
ゾ
も
見
做
さ
れ
る
が
、
中
>

し
て
'は
矢
張
6
作
物
の
不
作
に
股
因
す
る
。
そ
こ
で
さ
ら
に
；
八
〇
五
年
に 

.
两
び
穀
物
法
か
亂
定
さ
れ
、
«

し
も
あ
る
穀
物
の
價
格
が
前
週
の
輸
入
平
均
额
以
上
.に
騰
つ
た
な
ら
すV

て
の
i
方 

か
ら
輸
出
は
禁
止
さ
る
ベ
さ
で
あ
つ
た
。(

第
三
章〕

i

八
0
六
年
に
1±
穀
物
の
贺
袼
が
や
、
下
落
し
た
の
で
あ
る
が
、
部
#

西
が
佛
1 !
西
に
龃
し
て
英
國
に
對
し
て
そ 

の
钆
を
閉
じ
た
、
め
、

一

八
〇
五
年
に
は
3£
五
九
、
六

ニ

八q
u
a
r
t
e
r
s

輸
入
さ
れ
た
の
^
對
し
も
同
年
は
僅
か
に
五
、 

1

、
五

ニ

三q
u
a
r
t
e
r
s

に
過
ぎ
な
ぐ
な
り
、
'
價
格
は
W
び
.騰
貴
し
た
。
加
：ふ
る
に
當
時
英
政
府
は
頗
る
多
事
で
あ
つ 

た)

外
は
奈
翁
の
大
塍
封
鎖
令
あ
り
、C
後
，述
：

〕

内
に
西
印
度
に
於
け
る
砂
糖
乘
者
保
議
の
問
題
が
あ
つ
た
。
唯
幸
に 

毂
物
の
價
格
は
開
拓
地
の
概
張V

J

そ
の
他
の
國
々
か
ら
の
輸
入
0
樹
加
ミ
に
依
つ
て
著
し
ぐ
騰
貴
せ
す
、
同
年4

-;

一
 

月
七
H
に
は
英
il
V
J W

a
l
e
s

 

V
J

は
六
十
六
志
ー
片
で
あ
つ
て
ノ
翌
|
八
〇
八
年
も
略
々
同
榇
で
あ
つ
た
。
然
る
に 

砂
糖
の
相
棋
は
從
來
か
ら
歐
洲
の
困
亂
狀
態
に
依
つ
て
亂
さ
れ
勝
ち
で
あ
つ
て
、
次
第
に
そ
の
保
議
を
必
要
ヾ」

す
る 

や
う
に
な
つ
た
。
政
府
も
稱
々
對
策
を
講
じ
た
が
' 
終
^

1
八
〇
八
年
の 

C
o
m

 

D
i
s
t
s
e
r
y
B
n
l

 

VJ 
な
り
、
穀
物
よ 

b
の
酸
f

禁
じ
た
。
然
し
同
年
の
不
作
ど
外
國
が
ら
の
輸
入
途
絕
の
恐
怖V」

は
終
に
一
八
〇
九
年
.に
於
い
て
小
麥
.
 

の
價
格
を
一
〇
ニ
志
ニ
片
ど
な
し
た
。(

第
四
章
.

)

1

ノ 

I

〇
4
は
大
體
大
な
る
變
化
な
ぐ|

1

年 

一
ニ
年
に
到
つ
て
、
淹
業
革
命
の
發
.達
、
南
米
金
鑛
の
投
機
、
合 

衆
.？
 

S

■

に

依

へ

こ

、
ド
一
大
勉
機
を
現
出
し
た
。

C
a
rlisle

に
於
け
る
失
業
者
だ
け
で
も
千
名
を
越
え 

L
i
v
e
r
p
o
o
l

で

は|

萬
六
千
名
を
算
し
た
。
當
時
同
市
の
ス
ロ
九
捣
四
千
ー
ニ
打
七
十
六
名
^
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か 

ら
勿
何
に
多
歡
の
失
業
な
る
か
を
知
り
得
る
。
加
ふ
る
に
穀
物
の
價
格
は
先
，年
よ
り
高
憤
を
持
續
し
、
さ
ら
に
一 

.

.; A
一
一
 

年
の
0
作
に
一
八
ニ
ー
年
の
不
順
な
る
氣
候
は
«
び

Bristol, 

CarHble, 

G
l
a
s
g
o
w

そ
の
他
に
暴
^
が
.起
つ

V

 

f 

…

た
o

こ
れ
即
ち
か
のLu

d
d
i
t
e 

sots

ど
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
®
暴

徒

よ

，
同

年

の

收

獲

が
JI
作
で 

あ

又

合

衆

^
ビ
自
由
に
貿
易
が
出
來
た
な
ら
ば
恐
ら
く
惹
起
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
..
唯
宰
^
し

てj 

\

一
 

三 

年
以
降
大
随
封
錙
終
«
を

带

げ

、

如
，
ふ

る

に

Starch 

A
c
t

の
繼
續
、
穀
物
よ
b

0
ff
i

^

f̂h
^

k

—

o

T

M

%

^
 

益
々
下
落
し
^

o 

.

(

第
五
®:) 

：

以
上
五
章
に
於
い
て
大
體
英
關
に
於
け
る
穀
物
の
價
格
の
變
化
を
硏
究
し
た
る
後
-
^
吾

ー

コ

は

特

に

一

章

を

設

け

. 

て
、

こ
の
_

間
英
歸
の
採
用
し
た
贸
门
勿
刺
度
*
所

謂

T
h
e

 

licenced 

T
r
a
d
e

に
就
い
て
說
Hi
]
し
て
ゐ
る
:̂
、
こ
、 

で
は
餘
う
に
長
き
に
失
す
る
か
ら
€
略
す
る
。
要
す
る
に
文
字
の
示
す
如
く
特
許
に
依
つ
て
質
易
^
從
事
せ
し
む
る 

制
度
で
あ
る
。
從
つ
-て
以
下
第
七
章
以
後
大
陸
ど
の
關
係
に
就
い
て
少
し
く
述
べ
て
置
か
う
。

す
で
に
述
ぺ
た
を
如
C
、
產
#
•革
命
は
英
國
を
農
業
國
よ
办
商
エ
國
に
變
ぜ
し
め
た
。
そ
の
結
粜
重
要
食
«
品
た 

る
穀
物
は
是
を
主
S
し
て
外
國
に
求
さ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
主
要
な
る
も
の
は
歐
洲
及
び
：北
米
に
於
け
る
農
業
的
也
卞 

で
あ
つ
た
。
そ
の
中
前
者
に
あ
つ
.て
は
地
中
海
沿
岸
地
方
は
問
題
に
^
ら
な
.い
。
大
西
洋
、
北
海
® \

ル
チ
ッ
クI

ロ
：
 

塔
地
方
で
、
殊
に
普
#
姐
は
：そ
の
隨
一
で
あ
つ
た
。前
述
の
如
ぐ
前
年
の
不
作
を
受
け
て
、
！
八
〇
〇
年
か
ら
一
八
0 

1.1

年
k
到
る
間
英
_
市
場
に
は
穀
物
•か
著
し
く
流
入
し
た
。
同
如
間
に
於
け
る

小
麥
.の
衝
入
額
コ
5
 
口 
一
 

X
ハ
、
九
四
九 

q
u
a
r
t
e
r
s

の
中
"
ニ
"
四
ニ
四
、
七
一
八
.qu

a
r
t
e
r
s

は
普
魯
西"

露
'

g
g
?

及
’び
獨
逸
か
.
&來
た
の
で
あ
る
。
そ
は
一 

は
同
期
間
に
於
け
る
證
一
般
の
收
機
が
良
好
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
第
十
九
世
紀
の
始
め
三
ヶ
年
の
間
は 

大
(f
&

k
於
い
て
英
國
の
穀
物
質
易
は
ナ
。ホ
レ
ォ
' ン
に
依
つ
て
著
し
い
'干
涉
を
受
け
な
か
つ
'た
0
唯
佛
蘭
西
ど
和
關
ど 

が
英
國
に
對
し
毂
物
の
輸
出
禁
止
を
行
な
つ
た
の
で
め
る
が
、
そ
れ
'す
ら
も
政
治
的
原
因
に
$
ぐ
の
で
«
な
ぐ
、 

凶
作
に
f

經

濟

的

僵

f

で
あ
つ
れ
。
北
米
に
就
い
5

勿
論
ナ
。ホ
レ
ォ
ン
，の
影
響
は
：な
か
，つ
た
が>

 

こ
の
祭 

翁
時
代
の
英
米
穀
物
貿
易
に
就
い
て
次
ぎ
に
述
べ
よ
う(

第
七
章V

,蕾

の

馨

雙

地

£

て
■

盟

S
.
合
衆
i

右
に
出
づ
る
S

な
い
。
殊
.に
奈
_

代
に
於
い
て
著
し
：

第

二

志

(

九
0

1

新
,
紹
介 

笫

七

魏

i
o七



f

笫11

十

卷

0九
0
六)

新
刊
紹
介 

節

七

號

ー

〇

八

い
。
1
七
九
九
年
に
亜
米
利
加
は
豐
作
で
あ
っ
‘て
ノ
ー
八
〇
0
年
に
は
合
^
1
;か
&
小
麥
七
七
、六
0
九

quarters 

を
ft
入
し
て
ゐ
る
。
？
ら
：に

翌一

八
〇
ー
年
に
は
ー
}
四
通
>
|
|七
'「

^

 ̂

を
の
原
闶
は 

英
卿
に
於
け
る
膽
貴V

獎

勵

金

，

繁

利

加

の

豐

作

、

合

衆

國

s

m

s

sこ
^
、m

米
刺
加
の
麥
粉
の
歐
洲
の 

も
の
-ょ
り
良
質
な
り
^|

般
に
信
妙
ら
れ
た
こV

等
に
基
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
景
氣
は
二
時A

m
f
e
n
s

の
和
勺
に
：
 

依
つ
て
沈
滯
し
た
"
英
國
の
困
雛
す
る
時
合
衆
國
に
ど
つ
.て
は
利
益
が
多
い
の
で
あ
る
。

i

A

o

s年
五
月
再
び
战 

端
を
開
ぐ
に
到
つ
た
が
、
同
年
の
英
國
は
豐
作
で
あ
.つ
た
か
ら
、

|
八
0
三
年
の
小
：麥
0
輸

入

|
〇
九
ヽ
|
三
一 

q
u
a
r
t
e
r
s

に
對
し
一
八
〇
四
年
は
四
、
ニ
五
九q

u
a
r
t
e
r
s

に
過
ぎ
な
か
つ
^
。

i

A

Q五
年
も
前
半
■
不
振
の
た
め 

、
 

僅
か
‘に

1

三
、
四

五

三q
u
a
r
t
e
r
s

に
止
ま
つ
た
o
:然

る

に1

八
0
七
年
に
は
前
年
の
祭
翁
の
伯
林
宣
言
に
依
つ
て
合

衆
_
の
商
業
界
*
農
業
界
は
多
ぐ
の
期
待
を
有
し
て
ゐ
た
が
> 
次
い
で
英
國
が
そ
の
對
杭
策
ミ
し
て
一
八
〇
七
年
一 

乃
發
布
せ
る
布
令(

す
べ
て
の
英
國
船
は
合
衆
國
船
の
停
船
を
命
じ
、
臨
檢
を
な
す
こ
'̂
を
得)

か
ら
政
治
的
紛
擾
を 

«
起
し
、
J[
ふ
る
に
英
國
に
於
け
る
5[
(
米
利
加
產
穀
物
の
過
剩
の
た
め
©
格
は
下
落
す
る
に
到
つ
た
。
合
衆
國
ば
前 

記

の

命

令

に

對

し

屢

々

攻

_

を

_
込
ん
だ
が
聞
か
れ
ぬ
た
め
、

一
八
0
七
年
十
一
一
月
終
に
國
會
は
，輸
出
を
禁
止
し
た
。
 

こ
の
輸
出
禁
止
令
はI

八
〇
七
年
度
：に
は
云
ふ
ま
で
も
な
ぐ
膨
響
し
な
か
つ
た
し
，即
ち
英
國
の
小
麥
輸
入
全
額
四
〇 

四
、
九

四

六q
u
a
r
t
e
r
s

の
中
、
合
衆
國
ょ
6
の
部
分
ニ
四
九
、
七

j 

ニ 

q
u
a
r
t
e
r
s

を
占
め
て
ゐ
る
。
然
る
に〗

\

o
 

八
年
に
は
輸
出
禁
止
の
風
說
に
侬
り
早
く
輸
送
さ
れ
た
も
の
、
及
び
法
を
破
つ
て
送
ら
れ
た
も
か
合
せy

 

•
'ニ
、
八 

一
二
六q

s
A
e
r
s

で
あ
.つ
た
。v」

の
禁
令
を
破
る
も
の
、
た
め
？
ら

に
^
s
l
J
J
^
m
o
o
u
r
s
e

 

A
c
t

が
發
tf
j
さ
、
た
リ
然 

、

る
に
そ
の
後
尚
ち
にW

a
s
h
i
n
g
t
o
n

駐
在
英
_
大
使
め
努
力
に
依
りErskine 

A
g
r
e
e
m
e
n
t

が
締
結
さ
れ
、
資
易
は 

W.
開
し
た
が
、
英
國
の
破
約
の
た
め
、
K
び

N
on.I

n
t
e
r
c
o
u
r
s
e A

c
t

が
制
定
さ
れ
た
。
を
れ
に
も
拘
ら
す
、
小
姿 

は

一

七
0
、
九
三
九
令
贫
这
輸
入
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
主
ビ
し
て
與
米
利
加
か
ら
两
撕
牙
に
輸
入
さ
れ
、
さ 

ら
に
英
國
に
輸
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
然
し
.

I

八

I 

0
年
に
は
ナ
ボ
レ
ォ
ン
が
§:
等

?)
|/
4
に
生
#
、し
^
、

め
酱

し
く
減
少
を
來
た
し
た
。
次
い
で
一「

八
一」

一
年
合
衆
國
が
英
國
に
宣
.戰
し
、
殆V」

全
ぐ
瓿
米
利
加
の
：穀
物
を
英
國
市 

埸
に
發
見
し
得
ぬ
く
な
る
や
，
そ
の
#
雜
は
英
國
に
取
つ
.て
少
な
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
。(
第
八
章)

W
び
箸
者
は
筆
を
大
陸
方
而
の
事
情
に
向
け
て
ゐ
る
。
即
ち
前
述
の
如
く
歐
洲
に
於
け
る
穀
■
の
供
給
地
は
普
# 

西
で
あ
る
。B

a
s
i
e
”

の
條
約
が
示
す
如
く
佛
蘭
西
の
勢
力
が
漸
次
に
北
獨
逸
に
及
ぶ
；

VJ,

一
 

八
〇
三
年
の
擊
物
輸
出 

は
そ
の
前
年
に
比
蛟
し
て
著
し
く
減
少
し
て
ゐ
る

0
殊
に
ナ
。ホ
レ
オ
ン
が

J
e
n
a

 

w

 

A
u
e
r
s
t
a
d
t

に
勝
利
を
得
る
や
、 

所
謂
大
陸
封
鎩
令
を
發
し
て
英
國
に
»
す
る
質
易
を
嚴
幾
し
て
ゐ
る
。
然

し一

度
皇
帒
が
東
方
遠
征
に
赴
く 

W 

び
特
許
に
依
る
贸
易
が
兩
者
間
に
行
は
れ
て
ゐ
た
。
勿
論
是
を
大
陸
封
微
以
前
雜
ぢ
；
1
八
0
六
年
に
比
較
す
れ
ば
小 

麥
五
一
、
五
ニ
三
.

q
u
a
r
t
e
r
s

か
ら
ー
一
、
四

六

五q
u
a
r
t
e
r
s

に
減
じ
て
ゐ
る
。
他
の
猢
逸
諸
國
に
於
い
て
も
大
略
同 

樣
で
あ
つ
て
，
減
少
は
し
て
ゐ
る
：が
贿
賂
等
に
依
つ
て
密
貿
爲
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
次
ぎ
に
和
蘭
に
就
い
て
見
る
ミ
' 

S
e
m
o
n
v
U
i
e

が
蛊
帝
の
命
を
受
け
て
英
國
に
對
す
る
轍
出
を
嚴
禁
す
る
こ
ミ
に
努
カ
し
た
が
十
分
で
な
か
つ
た
。
又 

白
耳
義
に
於
て
も
»
锬
_
入
、

即

ち

.

H
a
n
o
v
e
r

 

■の
*
軍
に
供
給
す
る
ビ

の
ロ
*
の
下
で
北
方
獨
逸
諸
港
を
通
じ
て 

間
接
に
英
晴
に
輸
入
す
る
こ
ど
を
禁
止
し
得
な
か
つ
た
。.

ナ
ボ
レ
，オ

ン

は

會

で

.j

A

Q五
.年
の
五
W
卅 

一
P
.の
命
- 

令
を
'發
し
て
ゐ
る
。
そ
の
結
果
オ
オ
ト
及
び
小
麥
の
輸
出
は
前
年
の
：|

六
九
V
六
一
四q

u
a
r
t
e
r
s

か
ら
六
八
、
一
四
0 

q
u
a
r
t
e
r
s

に
減
じ
て
ゐ
る
。
和
蘭
に
於
.い
て
は
一
八
G)
六
年
V
L
Oe.
s N

a
p
o
l
e
o
n

吸
下
に
.屯
國
を
組
織
す
る
や
、
英 

國
に
對
す
る
前
年
の
穀
物
輸
出
額
七
ニ
、
五

j

六

q
u
a
r
t
e
r
s

か
ら
ニ
九
、
九

四

九

^
&1
1§

に
減
じ
て
ゐ
る
。
怫
圖 

西
自
身
の
對
英
穀
物
貿
易
は
如
何
か
ど
云
ふ
に
、

ブ
八
0
四
年
ナ
。ホ
レ
..オ
ン
は
佛
關
西
及
.び
南
部
獨
逸
の
廿
一
.港
か 

ら
-西
班
牙
、
€
萄
牙
、
和
蘭
，
獨
逸
に
穀
物
の
_
出
を
許
町
し
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
^
は1

見
す
る
^
容
易
に
英
陶V

 

葉

易

を

な

し

さ

.ぅ
に
見
え
る
の
：で
あ
る
が
、
實
際
.は
之
に
反
し
«
關
西
か
'ら
英
_
:に
輸
>
<
:さ
れ
た
毂
物
0
量
は
一 

八
〇
！ニ
年
.

v
j
1

八
〇
四
年
と
：で
僅
か
に
一
五
六q

u
a
r
t
e
r
s

に
過
ぎ
な
か
.つ
た
の
で
•あ
る
。
薇
し
皇
帝
の
怒
に
胸
れ 

る
こ
マ」

を
恐
れ
た
、
め
で
あ
&:
ぅ
。
61
1
ち
さ
ら
に
1
A
0六
年
：'の

如

き

收

獲

豐

穰
：：

、

加
：
ふ
：
る

に

ナ

ポ

レ

オ

ン

は

外

交

谘

ニ

十

卷(

九
〇
七)

新
刊
紹
介 

パ 

•
第七號一〇九



锻
ニ

十

卷(

S

A .)

新
邗
紹
介 

' 

-
.1

 ̂

-
5

軍
事
に
繁
忙
を
極
め
て
ゐ
る
際
に
も
拘
ら
す
、
そ
の
穀
物
輸
出
«-
.は
ー
一 

>七

八

六q
u
a
r
t
e
r
s

で
あ
つ
气
^
ら
に
そ
の 

他
®
耍
•な
る
英
關
の
穀
物
供
給
地
ミ
し
て
は
前
に
略
述
し
た
露
：西
明
、

ス
ヵ
ン
ジ
ナ
ビ
ァ
諸
國
、
及
び
愛
關
を
擧
げ 

る
こ
ご
が
出
來
る
？
さ
て
：以
上
は
大
體
ナ
ポ
レ
ォ
ン
の
伯
林
宣
貢
め
前
狻
ょ
り
以
前
の
狀
態
、
卽
ち
伯
林
宣
言
が
實 

際
.御
效
ヵ
を
生
じ
721

八
〇
七
年
のTilsit

條
約
以
前
の
こv

j

で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
狀
態
に
就
い
て
次
ぎ
^
路
述 

し
ょ
ぅ
。

，」

の
大
陸
封
鮒
の
こV

が
實
施
さ
る
、
や
"
獨
逸
_
內
の
榖
物
の
®
格
が
到
る
ビ
こ
ろ
で
下
落
し
、怫
陳
西 

に
於
い
て
も
阀
様
の
現
象
を
生
じ
た
。
殊

に

一
八
〇
八
年
佛
驗
西
は
農
作
で
あ
っ
た
、
め
、

j 

he
c
t
o
l
i
t
r
e

十
六
法 

五
十
四
參V」

な
っ
た
。
そ
れ
に
對
し
英
關
で
«

小

麥

の-«
格

同

年j

月r

百
に
は
^
十
九
志
五
片
で
あ
っ
た
が
十
二 

月
ガ
ー
日
に
は
九
十
一
志
九
片
？
な
っ
た
。
是
等
の
«
實
か
ら
.密

m
Ji
が
多
か
っ
た
ら
ぅ
ミ
想
像
^
れ
る
♦か
、
實
赞 

は
案
外
に
少
な
く
、g

r
$

/tA
q
u
a
r
t
e
r
s

に
止
ま
つ
た
”
和
爾
に
就
い
て
も
大
體
同
樣
で
あ
る
か
ら
、

こ
、
に
は 

省
略
す
る
。
以
上
の
諸
國
の
外
^
太
利
、
西
班
牙
，
葡
萄
牙
等
か
ら
は一

八0

七
年V」

一

八
〇
八
年.

W

の
間
に
七
、

1

r/
c
i七

q
u
a
r
t
e
r
s

ス
ヵ
ン

ジ
ナ
ピ
ァ
諸
國
か
ら
は
七
四
、
三

l
A
q
u
a
r
t
c
r
s

の
毂
物
を
輸
入
し
得
た
が
、
®

R
^i
1 

A

o
七
年
は
ナ
。ホ
レ
ォ
ン
の
大
陸
封
鎖
.令
が
最
も
ょ
く
行
は
れ
て
ゐ
た
時
で
あ
る
と
云
つ
て
も
差
^

へ
あ
る
ま
い
。

(

锻
九
章)

. 

'

1

八
〇
九
年
以
前
の
ナ
ボ
レ
ォ

:/
の
政
策
は
上
に
述
べ
た
る
が
如
く
、
穀
物
の
輸
出
を
禁
す
る
に
あ
っ
たO

然
る 

に
#
勉
な
る
爾
i*
西
農
夫
の
勞
働
の
結
果
は
一
八
〇
六
年
以
降
豐
作
續
き
で
あ
づ
て
、
穀
物
の
價
格
は
著
し
く
下
落 

し
た
。
&
ち
一
八
o
九
年
の
®
關
西
の
平
均
價
格
は
一
ぎ

&

1〖
泛

十

四

& -
八
十
六
參
に
下
落
し
て
し
ま
っ
た
。
ナ 

戶
レ
ォ
ン
が
戰
r
;t
-
ビ
し
て
多
大
に
消
©
し
た
に
木
拘
ら
t'
>
到
底
生
產
過
剩
を
償
ふ」

」

と
は
出
來
な
か
っ
た
。》

』 

、

に

於

い

て

一

八

〇

九

年

三

月

從

；來

の

政

策

を

變

じ

.て
、
始
め
て
特
許
制
度
を
.採
用
し
た
V
こ
の
特
許
制
度
は
‘ft
近
+ 

M
e
l
v
m

 

の
硏
究
に
從
へ
ば
、(Melvin, 

N
a
p
o
l
e
o
n
w
N
a
v
i
g
a
t
i
o
n

 

system. 

1
9
1
9
)

そ
の
廣
大
な

る 

一
 

\ 
一
 

〇
年
七 

月
三
日
の
怫
皰
西
航
海
條
令
の
|
部
を
な
す
も
の
な
る
こ
ヒ
が
明
瞭
に
な
づ
た
。
然
る
に
こ
の
特
許
_
度
の
結
來
は

以
外
に
も
英
國
に
は
大
な
る
利
益
を
與
へ

、
佛
蘭
西
に
は
大
な
る
打
撃
を
與
へ
る
こ
ビ 

>
な
つ
た

：0
卽

ち1

八 
一o

 

年
以
降
の
佛
蘭
西
の
不
作
は
再
び
穀
物
の
價
格
を
騰
貴
せ
し
め
、
政
府
を
し
て
佛
蘭
西
に
於
け
る
酸
造
の
禁
北
並
び 

に
小
麥
の
最
高
價
格
制
定
を
な
さ
し
む
.る
に
到
つ
た
。
殊
に
そ
の
際
不
幸
に
し
ヤ
ナ
ボ
レ
オ
シ
は
露
西
驵
征
討
の
こ 

ミ
に
多
忙
で
あ
つ
た
t

從
來
歐
洲
の
諸
阈
は
大
體
に
於
い
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
政
策
に
服
し
て
ゐ
た
U
然
る
に
露
西
亞 

は
獨
り
そ
の
外
に
S

T
ゐ
た
。

一

八 

一
◦
年
露
西
亜
か
ら
英
蘭
に
輸
出
？
れ
た
穀
物
は
六
六
、
八

六

八

q
s
r
t
e
r

そ 

の
中
小
黎
五
八
、
一
三
ニ
-
 

q
g夺r

の
多
き
に
上
つ
た
。
是
等
の
理
由
は
こ
の
輸
出
が
す
で
に
特
許
制
度
に
依
る
佛 

蘭
西
の
穀
物
輸
出
政
策
に
合
致
す
：る
か
ら
"

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
側
に
甚
だ
し
い
攻
議
の
起
ら
ぬ
こ
ど
*
英
蘭
に
於
い
て 

異
常
に
穀
物
を
要
艰
し
た
こ
ど
•
最
後
に
漸
次
に
惹
起
せ
る
排
佛
思
想
等
の
結
來
で
あ
る
ビ
说
は
れ
る
が
、

一
八
一 

1

一
年
に
な
るV」

ナ
ポV

オ
ン
の
大
陸
政
策
か
ら
は
全
然
分
離
し
"

益
々
對
英
貿
易
を
發
殷
さ
せ
た
。
即
ち
同
年
に
は 

穀
物
の
輸
出
.

一

二
八
"
四

三

八q
u
a
r
t
e
r
s
:

に
達
し
て
，ゐ
る
。
か
ぐ
し
て
ナ
。ホ
レ
オ
ン
の
®
西
茆
遠
® 
S
な
り
：
終
一 

八
一
三
年
以
降
不
0
然
な
.る
大
陸
制
度
は
終
&
を
吿
げ
、
需
要
供
給
の
自
然
法
則
が
次
第
に
作
用
す
る
や
う
に
な
つ 

た
の
で
あ
る
o (

第
十
窜〕

-

上
述
の
如
く一

八

1
ニ
年
は
チ
。ホ
レ
オ
ン
時
代
に
於
け
る
最
も
重
婴
な
時
で
あ
り
，
大
陸
制
度
の
運
命
を
決
し
た 

時
で
あ
る
U
元
來
大
陸
制
度
は
輸
出
入
共
に
大
英
國
ミ
大
陸
き
を
切
斷
す
，.
'る
こV

J

を
#
徵
ビ
し
た
o
穀
物
と
共
に
材 

木
、海
艰
用
品
、
絹
、
リ
ン
ネ
ル
そ
の
他
佛
11
西
帝
«
及
び
そ
の
同
®
國
に
於
ぃ
て
製
せ

ら
'
るゝ
品
物
は
是
を
敵
國
に 

II
渡
せ
ざ
る
こV」

を
以
つ
て
目
的V

し
た
。
少
ぐV

!

も
是
は
一
；
の

t
h
e
o
r
y
:

に
過
ぎ
な
い
。
ナ
。ホ
レ
オ
ン
は
す
で
に 

早
ぐ
か
ら
是
を
知
つ
て
ゐ
た
。
和
蘭
か
ら
チ
ィ
ズ
そ
.の

他

日

常

必

要

品

，の

輸

出

を

！
！
め

ん

e
し
て
ゐ
た
。，

】

れ
が
又 

後
に
特
許
制
度
を
認
め
る
や
う
に
な
つ
た
所
以
で
も
あ
ら
う
。」

こ
の
制
度
は
ナ
ボ
レ
オ
ン
自
身
の
注
意
深
き
考
腾
の 

後
に
行
は
.れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
是
等
兩
年
間
に
佛
蘭
前
か
£
英
蘭
に
輸
入
さ
れ
ft
小
：幾
の
1額
は
英
®
の
全
輸
入
額 

ニ
、o
ニ
三
" 
一I

1 

一q
u
a
r
t
e
r
s

の
中
一
、
四
九
七
^
ハ
一
六
ぶ
i

!

を
占
め
て
ゐ
る
こ>

」

は
偶
然
な
結
染
で
は
な

飨
ー
i
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ニ
ニ

ン
い
の
で
あ
る
。

こ
の
制
度
を
採
用
す
る
に
到
っ
た
の
は
善
穀
物
：の
下
落
か
ら
來
.

i
業
家
勿
^

で
は
々
い
。
第

一

に
特
許
料
や
輸
«1
税
に
ー
依
る_

庫

の

收

ズ

：
の
：
樹

加

：
|

ふ
、
第
二
に
金
.銀
の
流
入
：

V」

な
り
王
：の
げ 

庫
を
®
富
に
す
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
，然
ら
ば
ナ
。ホ
レ
オ
ン
は
：英
刚
を
餓
死
せ
し
め
んW

企
て
た
f

か
。

t

■
に

從

へ

ば

か

、

る

こ

W

は
全
然
な
ぐ
，
ナ
ボ
レ
オ
ン
は
普
へ
も
し
^:
が
.っ
た
：ら
う
^
の
こ
I

あ
る
。
こ
の
f

於 

ぃ
て
.

I

も
同
意
兒
で
あ
る
。
G
. H.

 

R
o
s
e
,

 

I

 o
r
N
a
p
o
I
e
o
a
)

然
る
^
之

に

對

し

て

瓶

米

利

加

の

穀

^

^

ノ 

人

w

m

sは
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
し
て
機

#
さ
へ
’あ
つ
^
ら
1
英
W
を
：餓
死
.せ
し
め
：た
：
^

 

何

>
ル
^ 1 

し
い
か

.
K
0題
で
あ
•る
。
先
づ
大
英
國
を
餓
死
せ
し
む
る
こ
ど
は
主VJ

し
て
一
一一

っ
の
®
由
か
ら
不
町
§
で
f
る
。

W.

ち

第1

ボ
ナ
パ
ル
ト
の
關
す
る
限
々
に
於
い
て
英
國
は
亜
来
刹
如
の
農
場
に
到
る
自
_

の
途
を
有
し
て
ゐ
た
。
f

 

英
蘭
の
增
加
せ
る
耕
地
は
著
し
ぐ
國
產
を
增
加
し
た
。
第
三
に
節
約
及
び
代
用
に
依
っ
て
供
給
を
增
す
，
5
:が
出
托 

た

こ

と

等

飞

あ

气R
o
s
e

は
W

ル
チ
ッ
ク
沿
岸
か
ら
英
國
に
輸
入
す
る
穀
驗
£

體
の
大
部
分
を
占
め
て

ゐ

I
 

沄
っ
て
ゐ
る
が
、
少
し
ぐ
誇
張
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る」

亜
米
利
加
5
の
割
合
はV

ル
チ
ダ
ク
®

s
七
割
五
分
，,

割
し
"1

1

割
五
分
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
ナ
ボ
レ
オ
ン
が
全
く
制
賴
し
S

愛
蘭
か
ら
の
輸
入
も
考
臌
に
入
れ
な
け 

れ
ば
な
ち
な
い
。
然
し
一
八j

〇
年

ミ|

八
一
一
年
ぞ
の
英
脇
の
狀
態
は
是
をj

A

o

o^'
w

1

八
〇

一
苌
ビ
の
伏 

態
ど
比
較
す
れ
ね
、
.
少
し
く
良
好
で 

> 
一
般
に
想
像
さ
れ
る
證
雛
で
は
な
如
っ
た
が
，

一

危
機
た
る

.
-S

は
履
'a 

な
い
o
最
後
に
こ
の
膽
即
ち一

八
ー
〇
年
に
：5

ナ
。ホ
レ
オ
シ
が
全
帝
.國
か
6
穀
物
の
：輸
出
を
禁
示
し
て
ゐ
る
こ
、ヒ 

は
注
意
す 

'ベき
ド」

ギ
で
あ
る
。
明
か
に
ナ
ボ
レ
.オ
ン
は
若
し
も
機
#
が
あ
っ
た
な
ら
*
大

英

國

を

黯

せ

し

め

ん
ゴ 

し
た
で
あ
ら
う
。「

彼
の
武
力
の
繼
承
者
、
即
ぢ
一
九一

七
年
の
伯
林
励
令
の
作
者
S

着

、

ナ
ポ
レ

ォ
ン
は
英 

蘭
の
沿
摩
や
海
外
の
穀
物
供
給
を
妨
害
し
得
ろ
武
器
を
有
し
て
ゐ
な
か
っ
た)

.然
し
'一
八
|
〇
年
の
邊
は
今
日
ど 

は
同
じ
英
«
で
は
な
い
。
當
時
は
；ぞ

の

食

糧

も

さ

外

W
に
依
®

し
て
ゐ
な
加
っ
た
。
勿
論
す
で
に
：輸
出
«
で
は
、、ふ 

力
つ
た」

。
-
然

し

耕

地

墙

加

そ

の

：他

前

述

0
政
策
は
侬
り
、「

假
令
ナ
ボ
レ
ォ
ン
が
近
世
文
明
の
武
器
，
潜
行
挺
、
1

■

行
器
等
を
有
す
る
ビ
し
てt

P

し
、
な
ほ
自
足
自
給
を
な
し
得
た
で
あ
ら
*
K
O 

(

第

十j

寧)

：

.
以
上
次
體
に
於
い
て
本
書
の
論
述
ず
る

ど
こ
々
を
節
單
な
が
ら
紹
介
し
終
つ
：た
の
で
あ
る
。
兎
に
相
當
時
の
多
く 

の
文
#
文
献
の
中
ょ
ら
選
撑
し> J

れ
だ
け
に
.繼
め
上
げ
た
一J

 

€

は
實
に
、賞
*
に
.價
す
ベ：

き
こ
S
で
*
ら
う
。
段
^T

そ 

の
材
料
中
佛
M
西
.そ
の
他
大
陸
伽
の
文
書
の
缺
如
サ
る
こ
ど
、
及
び
敍
述
の
趣
列
上
办
缺
陷
は
あ
る
ビ
し
て
ぢ
を 

の
勞
は
極
め
て
大
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
後
者
の
缺
點
に
就
い
て
云
へ
ば
前
述
の
如
く
時
間
の
前
後
を
無
視
し
て
事 

柄
に
依
つ
て
敍
述
し
た
た
め
、
全
體
と
し
て
の
ナ
ポ
レ
ォ
ン
の
大
陸
封
鎖
の
結
果
を
侧
む
上
に
甚
だ
不
適
當
な
も
の 

S
な
つ
た
。
勿
論
こ
れ
も一

つ
の
方
法
で
は
あ
る
。
然
し
殊
に
最
後
0
章
に
於
い
て
ナ
ボ
レ
ォ
ン
の
對
英
政
策
に
就 

い
て
そ
の
意
思
如
何
を
主
要
な
る
問
題
と
し
た
點
は
多
少
不
服
な
&
を
得
な
い
。
*
ひ
は
囷
艱
な
'こ
ビ
.で
あ
る
か
も 

知
れ
な
い
が
、
英
國
を
中
心
e
t>
て

(

主V
J

し
て
ft
；

の

取

扱

：
つ

た

材

料

の

關

係

：か

ら

)

こ
の
：時
代
に
於
け
る
困
難
の 

內
的
股
因
た
る
農
業
上
の
收
榄
不
足
’
殊
に
凶
作
年
に
於
け
る
狀
況
、
砂
糖
業
者
ミ
の
間
題
等
、
及
び
®
雛
の
外
的 

原
因
た
る
佛
M
西
ミQ

戰
郇
、
幷
び
に
一
八
〇
七
年
以
»
の
.合
衆
國
ミ
の
ぼ
治
的
紛
_

幷
：び
.に
戰
荦
ビ

を
線
合
的 

に
敍
述
し
、
最
後
に
當
時
に
'於
け
る
英
蘭
の
食
糧
問
題
を
描
い
た
な
ら
ば
：
！.：層
の
.效
果
を
擧
げ
得
た
ら
う
ミ
M
ふ
o 

本
齊
の
如
&
敍
述
に
從
ふ
時
は
少
し
ぐ
散
漫
ど
な
，り
、
個
別
的
印
象
を
留
む
る
に
過
ぎ
な
い
‘」

ヒ
は
®
だ
凝
念
で
あ 

る
o
然
じ
是
等
は
®
す
る
に
一
.
の
希
留
に
過
ぎ
な
い
，
又
,
者
の
記
し
た
®
漑
の
み
を
譲
ん
で
直
ち
に
木
書
の
全
般 

を
推
測
じ
な
い
で
欲
し
い
。
何
故
な
ら
ば
本
筋
を
迎
る
に
急
に
し
て
處
々
に
存
す
る
興
味
あ
る
-5
|
例
を
讀
者
^
紹
介 

す
る
こ
ど
が
出
來
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
り
本
«
の
如
き
«

一
 

の
讀
_
ビ
し
て
も
十
分
興
味
を
以
て
讀
了
し
得
S

レ 

信
ず
る
。
さ
ら
に
附
錄w

し
て
擧
げ
た
る
多
ぐ
の
統
钟
表
.は> j

の
時
代
の
商
業
乾
に
甚
だ
：有
用
な
も
の
で
あ
る
。
最 

後
の
參
考
書
目
も
こ
の
時
代
の
數
多
の
文
獻
を
悉
ぐ
網
«
し
f

の
.で
は
な
い
が
t

各
類
別
を
な
し
•
簡
單
な
が
ら 

枇
評
を
加
へ
て
あ
る
こ
？
は
：甚
だ
親
切
で
あ
る
0
因
み
に
云
ふ
本
«
は
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o
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M
i
c
h
i
g
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